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は じめに

日本蘇苔類学会は２０１２年４月に創立４０年を迎えます．この記念事業の一環として「コケ

類研究の手引き」を改定しました．「コケ類研究手引き」の初版は創立３０周年を記念して，学

会が直面していた課題解決に役立つことを願って出版されました．当時の学会は，コケ類を対

象としたより多くの分野の研究の充実と若手研究者の育成が大きな課題でした．初版を出版し

た効果は，１０年を経過した今，会員数の大幅な増員につながりました．初版は好評を博し，増

刷を重ねてきましたが，在庫が少なくなっています．また，１０年間のコケ類研究の発展もめざ

ましいことから，内容を改めることにしました．

今回の改訂に際して，創立４０周年記念出版委員会が設立され,委員として秋山弘之,有川智

己，井藤賀操，古木達郎の４名が会長から委嘱されました．委員会では多くの方々から寄せら

れたご意見やご要望を検討し，より普遍性の高い内容を重視することにし，分類体系やチェッ

クリスト等のように，リアルタイムでの更新が望ましい内容については，「蘇苔類研究」への掲

戦をお願いすることにしました．また，この１０年間で般も進歩が著しいと思われるデジタル

化については，直ぐに陳腐化してしまうという懸念がありますが，現時点で最新情報を盛り込

むことが最善であると考えて，執筆者の方々にその旨のお願いを致しました．このような検討

の結果，新たな３章として「デジタルカメラ写真撮影法」と「微細形態観察法｣，「培養法」を

加えて全面的に改定しました．各章には，執筆者の長年の経験と試行錯誤の末に培われた研究

の秘法が惜しむことなく執筆されており，読者は必ず得るものがあると確信しています．独自

の秘法を披露して下さった執筆者の方々に敬意を表します．

最後に，３名の委員並びに貴重なご意見を下さった方々に心よりお礼申し上げます．そして，

何よりも本書が，初心者から専門家に至るまで広く活用され，コケ類の研究と本学会の発展に

寄与することを願っています．

２０１１年１２月

日本蘇苔類学会

創立４０周年記念出版委員会

委員長古木達郎
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